
民
話
会
ゆ
う
づ
る
の
活 

動
は
、
夕
鶴
の
里
の
来
館

者
へ
の
口
演
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
要
請
が
あ
れ
ば 

夕
鶴
の
里
以
外
へ
も
出
向

い

て

語

り

を

披

露

し

た

り
、
語
り
の
養
成
講
座
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

今
年
も
南
陽
市
社
会
教

育
課
よ
り
要
請
が
あ
り
、 

八
月
に
赤
湯
小
学
校
と
沖

郷
小
学
校
に
出
向
い
て
、

「
民
話
語
り
部
教
室
」
と

い
う
内
容
で
、
活
動
を
し

て
き
ま
し
た
。 

 

             

ま
ゆ
の
里
事
業 

 

染
織
り
講
習
会 

八
月
三
日
（
土
）
よ
り
始
ま
っ
た

染
織
り
講
習
会
の
第
二
回
目
が

二
十
四
日
（
土
）
に
、
第
三
回
目

が
九
月
の
七
日
（
土
）
に
行
わ
れ
ま

し
た
。 

染
織
り
講
習
会
は
、
今
年
で
八

年
目
で
す
。 

と
て
も
、
人
気
の
高
い
講
習
会

で
、
募
集
し
始
め
て
す
ぐ
に
定
員

の
三
十
名
に
な
り
ま
し
た
。 

第
二
回
目
で
は
真
綿
を
漢
方

で
染
色
し
ま
し
た
。 

染
色
の
元
と
な
る
ど
く
だ
み
を

一
時
間
以
上
か
け
て
煮
出
し
て
、

そ
の
煮
汁
に
一
つ
は
ミ
ョ
ウ
バ
ン
、

も
う
一
つ
は
酢
を
合
わ
せ
た
も
の

で
染
色
し
ま
し
た
。 

ミ
ョ
ウ
バ
ン
の
方
は
黄
色
、
酢
の

方
は
茶
色
に
染
め
上
が
り
ま
し
た
。 

 
         

            

第
三
回
目
は
、
真
綿
か
ら
糸

を
紡
い
で
自
分
で
考
え
た
デ
ザ
イ

ン
を
基
に
、
織
り
方
が
始
ま
り
ま

し
た
。 

 

 
 

 
 

       

  
          

        
 

 

   

 

講
師
：
菅
野
敏
子
会
長 

 
 

 
 

佐
々
木
恵
子
さ
ん 

参
加
者
：
一
年
生
～
五
年 

 

生
の
児
童
五
名 

       

  
 

 
  

                

講
師
：
朝
倉
喜
美
子
さ
ん 

 
 

 

大
竹
和
子
さ
ん 

参
加
者
：
一
年
生
～
五
年
生
の

児
童
十
名 

              
 

     

ミョウバンは黄色に、酢は  

茶色に染まりました！  

        

八
月
六
日
（
火
） 

 

十
三
時
三
十
分
～
十
五
時 

 

赤
湯
小
学
校 

八
月
八
日
（
木
） 

 

十
時
十
五
分
～ 

十
一
時
四
十
五
分 

 

沖
郷
小
学
校 

テキストを使って語り体験  

手遊びも楽しい♪  

「置賜のビッキと村

山のビッキ」の紙芝居  

「シャボン玉」を歌い

ながら、皆で手遊び♪  



  

     

十
月
十
二
日
（
土
）
よ
り
、
夕

鶴
の
里
特
別
展
「
近
代
女
性
の

憧
れ
展
」
を
開
催
し
ま
す
。 

今
回
の
特
別
展
で
は
、
近
代

の
女
性
が
ど
の
よ
う
な
モ
ノ
や

コ
ト
に
憧
れ
て
い
た
の
か
を
展

示
し
ま
す
。
当
時
は
田
舎
よ
り

華
や
か
な
都
会
で
生
活
し
た
い

と
い
う
女
性
が
増
え
、
特
に
田

舎
に
住
む
若
い
女
性
は
盆
・
正

月
に
帰
省
す
る
ハ
イ
カ
ラ
で
垢

抜
け
た
同
郷
の
女
性
達
を
見
て

都
会
生
活
に
憧
れ
ま
し
た
。 

 

都
会
へ
憧
れ
田
舎
を
出
る
と

い
う
社
会
現
象
は
現
代
と
同
じ

で
す
。
展
示
を
通
し
て
当
時
の

女
性
の
憧
れ
を
知
っ
て
い
た
だ

き
、
現
代
の
暮
ら
し
と
比
較
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

 
 

      

                                 

                                
 

 

 

夕
鶴
の
里
特
別
展 

近
代
女
性
の
憧
れ
展 開

催 

髪飾り（個人蔵） 

展
示
の
見
ど
こ
ろ 

本資料は日本のモダニズムをけん引した

中山太陽堂（現・クラブコスメチックス）

が製造した化粧品のほほ紅です。  

この会社の化粧用品は流行に敏感な女性

達に愛用されていました。  

クラブほゝ紅（個人蔵） 

 

《入館料》 

大 人(個人)  ３２０円 → ３３０円 

大 人[団体 :１５名以上 ]２７０円 (変更ありません ) 

小中学生(個人)１００円 → １１０円 

小中学生 [団体 :１５名以上 ]５０円 (変更ありません ) 

※教育を目的として入館する児童生徒と引率、障がい者等、その付添者は

入館料が無料になります。  

《機織り体験料》※要予約 

コースター作り ５００円 → ５５０円 

《そば打ち体験料》※要予約  

１人 １,０００円 → １,１００円 

 (１５名以上５０名まで ) 


